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望
月
郁
子
著
『
類
聚
名
義
抄
の
文
献
学
的
研
究
』
は
、
類
聚
名
義
抄
に
お
け

る
改
編
の
問
題
の
究
明
を
中
心
課
題
と
す
る
著
作
で
あ
り
、
一
九
九
二
年
二
月

に
笠
間
書
院
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
、
大
き
く
序
論
「
字
書
発
達
史
に
お

け
る
『
類
聚
名
義
抄
』
の
位
置
づ
け
」
と
本
論
「『
類
聚
名
義
抄
』
の
文
献
学

的
研
究
」
か
ら
な
り
、
本
論
は
さ
ら
に
序
章
「『
類
聚
名
義
抄
』
研
究
の
経
緯

と
方
法
上
の
諸
問
題
及
び
各
章
の
概
要
」、
第
一
部
「『
類
聚
名
義
抄
』
の
〈
改

編
〉
」、
第
二
部
「
声
点
の
声
調
認
定
に
つ
い
て
の
方
法
上
の
諸
問
題
」
に
分
か

れ
る
。
こ
れ
ら
に
資
料
・
付
説
等
を
加
え
、
総
計
八
八
七
頁
の
大
著
で
あ
る
。

「
あ
と
が
き
」
で
著
者
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
は
『
類
聚
名
義
抄
四
種

声
点
付
和
訓
集
成
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
七
四
年
）
に
対
す
る
研
究
篇
と
い
う
性

格
を
持
つ
。
特
に
本
論
第
二
部
は
そ
の
性
格
が
強
い
。
第
一
部
は
、
声
点
の
問

題
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
音
注
・
和
訓
・
漢
文
注
等
を
も
手
掛
り
と
し
て
類

聚
名
義
抄
の
改
編
の
問
題
を
正
面
か
ら
論
じ
て
お
り
、
本
書
の
中
心
を
な
す
。

本
書
の
書
名
に
つ
い
て
著
者
は
「
書
名
の
文
献
学
と
は
、philologie

の
訳
語

で
あ
る
。philologie

の
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
『
類
聚
名
義
抄
』
の
研
究
と
し
て

あ
げ
る
べ
き
は
、
小
松
英
雄
氏
に
よ
る
図
書
寮
本
を
中
心
と
し
た
諸
論
（
『
日

本
声
調
史
論
考
』
所
収
）
で
あ
る
。
氏
の
論
に
導
か
れ
て
進
め
て
き
た
私
の
研
究

に
対
し
て
、〈
類
聚
名
義
抄
の
文
献
学
的
研
究
〉
は
大
き
す
ぎ
る
が
、
依
拠
す

る
方
法
を
示
す
た
め
に
、
書
名
と
し
た
」
（
あ
と
が
き
）
と
述
べ
て
い
る
。
本
書

の
意
義
は
、
小
松
英
雄
に
よ
る
類
聚
名
義
抄
の
研
究
を
批
判
的
に
継
承
し
、
字

書
発
達
史
に
お
け
る
類
聚
名
義
抄
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
著
者
独
自
の
見
解
を

示
そ
う
と
し
た
点
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

小
松
英
雄
に
よ
る
類
聚
名
義
抄
の
研
究
（『
日
本
声
調
史
論
考
』
風
間
書
房
、
一

九
七
一
年
）
の
な
か
で
、
著
者
が
最
も
重
視
し
て
い
る
の
は
、
観
智
院
本
の
凡

例
の
「
片
仮
名
有
二

朱
点
一

者
皆
有
二

証
拠
一

。
亦
有
二

師
説
一

。」
と
い
う
記
事
か

ら
展
開
さ
れ
た
声
点
の
機
能
に
関
す
る
論
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
前
略
）
つ
ま
り
、
所
収
の
和
訓
の
な
か
に
は
、
確
実
な
「
証
拠
」
や

正
統
の
「
師
説
」
を
も
つ
も
の
と
も
た
な
い
も
の
と
が
あ
り
、
し
た

が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
和
訓
の
信
憑
性
を
あ
き
ら
か
に
し
て
お
く
必

要
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
声
点
と
い
う
手
段
を
も
ち
い
る
な
ら

ば
、
そ
れ
を
さ
し
た
も
の
が
正
統
的
な
和
訓
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ

す
と
同
時
に
、
そ
の
語
調
（
お
よ
び
清
濁
）
の
標
示
に
よ
っ
て
、
そ
の
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大
切
な
和
訓
を
、
同
が
な
異
語
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
と
か
な
表
記
が

同
一
で
、
語
調
（
お
よ
び
清
濁
）
を
こ
と
に
す
る
他
の
語
、
と
の
混

同
か
ら
ま
も
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
い
わ
ば
、
一
石

二
鳥
の
、
た
い
へ
ん
有
効
な
方
法
で
あ
っ
た
い
う
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

そ
こ
に
し
め
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
語
調
（
お
よ
び
清
濁
）
は
、
同
が

な
異
語
と
の
識
別
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
い
る
以
上
、
つ
ね
に
、
同

時
代
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
れ
ら
は
、
和
訓
の
出
典
が
こ
と
な
る
ご
と
に
、
内
部
的
に
そ
れ
ぞ

れ
の
群
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
辞
書

に
く
わ
え
ら
れ
た
も
の
が
、
全
体
と
し
て
均
質
的
な
体
系
を
も
っ
て

お
り
、
共
時
的
な
研
究
に
た
え
う
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
（
一
一
一
頁
）

本
書
に
お
い
て
右
の
解
釈
の
有
効
性
が
徹
底
的
に
検
証
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
以
下
、
改
編
の
問
題
を
論
じ
た
本
論
第
一
部
を
中
心
に
、

本
書
の
内
容
を
見
て
行
く
。

序
論
「
字
書
発
達
史
に
お
け
る
『
類
聚
名
義
抄
』
の
位
置
づ
け
」
で
は
、
著
者

の
字
書
の
研
究
の
方
法
・
見
地
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
見
地
に
立
脚
し
て
類
聚
名

義
抄
の
原
撰
本
（
図
書
寮
本
）
と
改
編
本
（
観
智
院
本
）
と
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
目

的
を
持
つ
字
書
と
し
て
正
当
に
位
置
付
け
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。

著
者
の
立
場
は
「
原
撰
本
の
位
置
を
占
め
る
字
書
を
絶
対
視
す
る
先
入
観
を
切

り
捨
て
て
、
字
書
は
常
に
新
し
い
目
的
に
添
っ
て
編
纂
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
見
地
に
立
ち
、
字
書
の
編
纂
者
な
ら
び
に
使
用
者
で
あ
る
人
間
層
を
念
頭

に
お
い
て
、
個
々
の
字
書
を
ひ
と
つ
の
文
献
と
し
て
全
体
的
に
把
握
す
る
」
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
に
立
っ
て
、
平
安
・
鎌
倉
初
期
に
お
け
る
字
書
の

発
達
を
漢
文
訓
読
の
発
達
と
の
関
係
か
ら
見
直
し
、
字
書
発
達
史
上
で
の
原
撰

本
の
位
置
を
確
認
し
、
改
編
本
は
、
原
撰
本
を
字
書
編
成
の
下
敷
き
と
し
て
和

訓
を
で
き
る
か
ぎ
り
収
集
し
た
、
現
存
最
古
の
「
漢
和
字
書
」
と
し
て
位
置
付

け
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
、
声
点
の
施
さ
れ
た
文
献
と
し
て
図
書
寮
本
と
観
智

院
本
と
を
比
較
し
、
短
絡
的
に
図
書
寮
本
の
方
が
レ
ベ
ル
の
高
い
優
れ
た
字
書
、

観
智
院
本
は
レ
ベ
ル
の
低
い
劣
っ
た
字
書
と
す
る
よ
う
な
見
方
に
対
す
る
批
判

で
あ
り
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
目
的
を
持
つ
字
書
と
し
て
正
当
に
評
価
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
全
く
至
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。

補
足
す
れ
ば
、
築
島
裕
「
類
聚
名
義
抄
の
研
究
史
を
め
ぐ
っ
て
」
（
天
理
図
書
館

善
本
叢
書
月
報
30
　一
九
七
六
年
九
月
）
や
小
松
英
雄
「
類
聚
名
義
抄
の
朱
声
点
」

（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
月
報31

　一
九
七
六
年
十
一
月
）
も
、
説
明
の
仕
方
は
異

な
る
が
、
観
智
院
本
に
つ
い
て
正
当
な
評
価
が
見
え
る
。
図
書
寮
本
と
観
智
院

本
と
を
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
字
書
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、

定
説
と
い
っ
て
よ
い
と
思
う
。

次
に
著
者
は
、
漢
和
字
書
（
改
編
本
類
聚
名
義
抄
）
成
立
に
至
る
道
筋
、
辞
書

の
作
り
直
し
、
漢
和
字
書
の
成
立
に
つ
い
て
述
べ
、
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
改

編
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
鎌
倉
初
期
ま
で

の
字
書
の
発
達
史
を
概
観
し
、
新
撰
字
鏡
・
倭
名
類
聚
抄
・
図
書
寮
本
類
聚
名

義
抄
・
色
葉
字
類
抄
等
と
の
比
較
を
通
し
て
辞
書
に
お
け
る
改
編
と
は
何
か
と

い
う
問
題
に
迫
っ
た
論
考
で
あ
る
。
随
所
に
鋭
い
指
摘
が
見
え
て
い
る
。
例
え

ば
、
次
の
説
明
は
図
書
寮
本
に
お
け
る
漢
文
注
と
和
訓
と
の
関
係
の
本
質
を
つ

く
も
の
で
あ
ろ
う
。

図
書
寮
本
の
存
在
は
、
漢
和
字
書
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
前

段
階
と
し
て
、
図
書
寮
本
の
よ
う
に
、
語
義
を
ま
ず
漢
文
注
で
確
認

し
、
そ
れ
に
和
訓
を
添
え
る
段
階
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
証
す

る
も
の
で
あ
る
。

類
聚
名
義
抄
以
外
の
字
書
に
つ
い
て
も
、
新
撰
字
鏡
が
読
む
た
め
に
も
書
く

た
め
に
も
使
わ
れ
た
と
い
う
指
摘
や
倭
名
類
聚
抄
の
和
訓
に
冠
さ
れ
る
「
和
名
」

の
解
釈
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
的
確
に
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
新
撰
字
鏡
の
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書
く
た
め
と
い
う
目
的
に
つ
い
て
は
貞
苅
伊
徳
「『
新
撰
字
鏡
』〈
臨
時
雑
要
字
〉

と
『
漢
語
抄
』」
（
国
語
と
国
文
学
六
〇
巻
一
号
、
一
九
八
三
年
一
月
）
、
倭
名
類

聚
抄
の
冠
称
「
和
名
」
に
つ
い
て
は
宮
澤
俊
雅
「「
和
名
類
聚
抄
の
和
訓
に
つ

い
て
」
続
貂—

和
訓
に
冠
す
る
「
和
名
」
の
有
無
に
つ
い
て–

」
（『
築
島
裕
博
士
還

暦
記
念
国
語
学
論
集
』
明
治
書
院
、
一
九
八
六
年
）
と
い
う
基
本
論
文
を
参
照
す
べ

き
で
あ
っ
た
ろ
う
。

本
論
の
序
章
「『
類
聚
名
義
抄
』
研
究
の
経
緯
と
方
法
上
の
諸
問
題
及
び
各

章
の
概
要
」
は
、
標
題
の
通
り
の
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

　(1)
観
智
院
本
の
慈
念
の
奥
書
に
い
う
「
作
者
自
筆
草
本
」
を
「
観
智
院
系

　
　
　原
本
」、
現
存
図
書
寮
本
を
「
図
書
寮
系
原
本
」
と
す
る
。

　(2)
観
智
院
系
原
本
編
纂
の
作
業
は
、
図
書
寮
本
を
直
接
の
下
敷
き
と
し
て

　
　
　行
わ
れ
た
。

と
い
う
二
つ
の
作
業
仮
説
を
設
定
し
た
点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

第
一
部
第
一
章
「『
類
聚
名
義
抄
』〈
改
編
〉
の
ね
ら
い—

観
智
院
本
言
部
の
漢

文
注
を
手
が
か
り
に—

」
で
は
、
改
編
本
類
聚
名
義
抄
は
篆
隷
万
象
名
義
を
よ
る

べ
き
文
献
の
中
枢
に
す
え
て
編
纂
さ
れ
た
と
論
じ
る
。
著
者
は
こ
れ
を
論
証
す

る
た
め
に
、
観
智
院
本
言
部
の
語
義
標
示
の
漢
文
注
と
、
図
書
寮
本
・
万
象
名

義
・
原
本
玉
篇
と
対
比
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
作
業
だ
け
で
万
象
名
義
そ
の

も
の
に
よ
っ
た
と
論
定
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
図
書
寮
本
と
対
応
す

る
観
智
院
本
の
項
目
は
著
者
の
説
が
認
め
ら
れ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
（
原
撰
本
の

段
階
で
万
象
名
義
を
中
枢
に
す
え
、
改
編
本
は
そ
れ
を
継
承
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
の
見

方
も
可
能
だ
が
）
。
問
題
は
図
書
寮
本
に
見
え
ず
観
智
院
本
に
見
え
る
項
目
（
著

者
の
い
う
改
編
新
項
目
）
が
何
に
依
拠
し
た
か
で
あ
る
。
現
存
の
原
本
玉
篇
は
そ

れ
ぞ
れ
巻
に
よ
り
系
統
を
異
に
す
る
し
（
岡
井
慎
吾
『
玉
篇
の
研
究
』
東
洋
文
庫
、

一
九
三
三
年
）
、
上
元
本
玉
篇
に
基
づ
く
字
書
が
存
し
た
ら
し
い
と
も
い
わ
れ
て

い
る
（
上
田
正
「
平
安
初
期
に
存
し
た
一
字
書
」
訓
点
語
と
訓
点
資
料
五
七
輯
、
一
九

七
六
年
）
。
ま
た
、
音
注
に
直
音
を
用
い
る
玉
篇
の
存
在
も
報
告
さ
れ
て
い
る

（
高
田
時
雄
「
玉
篇
の
敦
煌
本
」
人
文
三
三
集
、
京
都
大
学
教
養
部
、
一
九
八
七
年
）
。

大
広
益
会
玉
篇
（
宋
本
）
と
の
比
較
も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
原
本
玉
篇
が
存
す

る
言
部
を
サ
ン
プ
ル
と
し
た
と
は
い
え
、
玉
篇
の
佚
文
（
馬
渕
和
夫
『
玉
篇
佚
文

補
正
』
東
京
文
理
科
大
学
国
語
国
文
学
会
紀
要
三
号
、
一
九
五
二
年
等
）
も
参
考
に
な

ろ
う
。
原
本
玉
篇
は
古
逸
叢
書
に
基
づ
く
『
玉
篇
零
巻
（
全
）
』
を
用
い
て
い

る
が
、
古
逸
叢
書
本
が
善
本
で
な
い
こ
と
は
、
岡
井
慎
吾
が
『
玉
篇
の
研
究
』

で
丁
寧
に
説
い
て
い
る
。
東
方
文
化
学
院
か
羅
振
玉
に
よ
る
影
印
本
を
用
い
た

方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

観
智
院
本
と
玉
篇
な
い
し
万
象
名
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
著
者
も
引
用

し
て
い
る
よ
う
に
、
貞
苅
伊
徳
「
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
形
成
に
関
す

る
考
察
　そ
の
１

　字
順
を
め
ぐ
る
問
題
」
（
訓
点
語
学
会
口
頭
発
表
、
一
九
八

三
年
）
と
い
う
先
行
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
は
本
誌
の
学
界
展
望
で
「
広
益
玉
篇

と
の
関
り
を
見
事
に
論
証
す
る
」
（
宮
澤
俊
雅
「
国
語
研
究
資
料
」
国
語
学
一
四
五

集
）
と
紹
介
さ
れ
た
論
で
あ
る
。
貞
苅
は
、
こ
の
口
頭
発
表
を
論
文
と
し
て
公

表
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
後
に
類
聚
名
義
抄
を
解
説
し
た
文
章
（「
日
本
の
字

典
　そ
の
一
」『
漢
字
講
座
２—

漢
字
研
究
の
歩
み
』
明
治
書
院
、
一
九
八
九
年
）
に

お
い
て
、
観
智
院
本
の
参
照
文
献
の
一
つ
と
し
て
「
一
種
の
玉
篇
」
を
あ
げ
て

い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
万
象
名
義
と
は
断
じ
て
い
な
い
。
著
者
の
論
は
万
象

名
義
そ
の
も
の
を
中
枢
に
す
え
た
と
し
か
読
み
よ
う
が
な
く
、
そ
の
論
拠
を
明

示
し
な
い
の
は
理
解
に
苦
し
む
。

第
二
章
「
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
け
る
『
篆
隷
萬
象
名
義
』
の
引

用
の
方
法—
改
編
本
に
お
け
る
そ
れ
と
の
対
比
の
た
め
に—

」
で
は
、
図
書
寮
本
と

万
象
名
義
と
を
比
較
対
照
し
て
、
図
書
寮
本
編
纂
者
が
重
視
尊
重
す
る
の
は
第

一
に
法
相
宗
の
初
祖
慈
恩
の
著
書
、
第
二
に
玄
応
の
著
書
で
、
空
海
の
万
象
名

義
は
第
一
位
で
も
第
二
位
で
も
な
い
と
す
る
。
慈
恩
の
著
書
（
法
華
音
訓
・
法
華

玄
賛
等
）
や
玄
応
の
著
書
（
一
切
経
音
義
）
と
比
較
対
照
す
る
こ
と
な
く
、
万
象

名
義
よ
り
慈
恩
・
玄
応
を
重
視
尊
重
し
た
と
す
る
点
は
説
得
力
が
弱
い
。
図
書
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寮
本
と
万
象
名
義
・
慈
恩
撰
書
（
法
華
音
訓
）
・
玄
応
音
義
と
を
相
互
に
比
較

対
照
し
て
み
る
と
、
万
象
名
義
よ
り
慈
恩
を
重
視
尊
重
し
た
と
す
る
点
は
確
か

に
認
め
ら
れ
る
が
、
玄
応
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
述
べ
る
べ
き
点
は
多
い

が
、
省
略
に
従
う
（
参
看
拙
稿
「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
と
玄
応
音
義
と
の
関
係
に

つ
い
て
」
国
語
国
文
研
究
八
八
号
、
北
海
道
大
学
国
文
学
会
、
一
九
九
一
年
）
。

第
三
章
「『
類
聚
名
義
抄
』
の
改
編
事
情
に
つ
い
て
の
一
考
察—

『
類
聚
名
義

抄
』
六
群
成
立
試
論—

」
で
は
、
改
編
本
（
観
智
院
系
原
本
）
の
編
纂
作
業
が
複
数

の
異
な
る
人
物
の
手
に
よ
り
な
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
は
六
群
に
分
か
れ

る
こ
と
を
、
正
音
平
声
字
に
お
け
る
平
声
軽
声
の
重
声
へ
の
合
流
の
度
合
と
和

訓
の
仮
名
の
声
点
に
お
け
る
平
声
軽
声
か
ら
上
声
へ
の
合
流
の
度
合
等
か
ら
述

べ
る
。
観
智
院
本
が
十
帖
を
通
し
て
一
様
で
な
い
こ
と
は
声
点
以
外
に
も
認
め

ら
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
問
題
を
正
面
切
っ
て
論
じ
た
功
績
は
大
き
い
。
た

だ
、
こ
の
、
い
わ
ば
観
智
院
本
の
内
部
差
を
も
と
に
、
仏
上
中
二
帖
・
仏
下
本

一
帖
・
仏
下
末
一
帖
・
法
上
中
二
帖
・
法
下
一
帖
・
僧
上
中
下
三
帖
の
六
群
に

分
け
る
手
順
が
わ
か
り
に
く
く
、
さ
ら
に
こ
の
六
群
を
改
編
本
や
原
撰
本
の
分

冊
形
式
に
結
び
つ
け
る
の
に
は
論
理
の
飛
躍
を
感
じ
る
。
ま
た
図
書
寮
本
の
原

表
紙
右
上
に
朱
筆
で
「
五
」
と
い
う
数
字
が
書
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
図
書

寮
本
法
上
中
が
第
五
冊
目
に
あ
た
る
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
複
製

本
解
説
参
照
）
。
仮
に
六
群
成
立
試
論
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、
法
上
中
は
第
四

冊
目
で
あ
り
、
観
智
院
系
原
本
編
纂
者
が
下
敷
き
に
し
た
原
撰
本
は
現
存
の
図

書
寮
本
と
は
異
な
る
分
冊
形
式
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
先
に
引

い
た
著
者
の
作
業
仮
説
(2)
に
抵
触
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

第
四
章
「
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
け
る
『
和
名
類
聚
抄
』
の
扱
い
」

で
は
、
観
智
院
本
水
部
に
お
け
る
和
名
抄
和
訓
に
対
す
る
声
点
の
加
点
率
が
他

の
部
首
よ
り
著
し
く
低
い
事
実
を
指
摘
し
、
著
者
の
六
群
成
立
試
論
の
立
場
か

ら
こ
れ
を
解
釈
し
た
論
で
あ
る
。
著
者
は
図
書
寮
本
・
観
智
院
本
各
々
の
和
名

抄
引
用
部
分
を
調
査
検
討
し
、

(ア)
図
書
寮
本
に
対
応
す
る
観
智
院
本
水
部
の
和

訓
全
体
の
加
点
率
は
他
部
首
よ
り
低
く
（
水
部
51
％
、
言
部
79
％
）
、

(イ)
と
り
わ

け
水
部
の
和
名
抄
和
訓
の
加
点
率
は
水
部
の
他
出
典
（
選
・
集
・
詩
等
）
よ
り
低

い
（
和
名
抄
37
％
、
和
名
抄
以
外
55
％
）
が
、

(ウ)
他
部
首
で
の
和
名
抄
の
加
点
率
は

高
い
（
糸
足
衣
三
部
約
90
％
）
と
い
う
事
実
を
指
摘
す
る
（
要
約
は
評
者
）
。
こ
れ

を
解
釈
し
、「
字
書
に
お
け
る
和
訓
の
仮
名
の
声
点
は
、
そ
の
和
訓
の
信
憑
性

を
標
示
す
る
。
右
の

(イ)
は
、
観
智
院
系
原
本
編
纂
者
が
、
水
部
執
筆
当
時
、
和

訓
の
典
拠
と
し
て
『
和
名
類
聚
抄
』
の
適
性
を
比
較
的
低
く
見
て
い
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
（
中
略
）
ま
た
、

(ア)
(ウ)
の
加
点
率
の
相
違
は
、
観
智
院
本
水
部
が

書
き
は
じ
め
の
「
試
行
」
の
部
首
で
あ
る
こ
と
、
編
纂
者
は
水
部
を
書
き
お
わ

り
、
お
そ
ら
く
言
部
以
降
に
い
た
っ
て
、
和
訓
の
「
証
拠
」「
師
説
」
認
定
の

枠
を
ひ
ろ
げ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
声
点

は
本
文
の
一
部
で
あ
り
、「
証
拠
」「
師
説
」
の
あ
る
こ
と
を
標
示
す
る
と
い
う

著
者
の
立
場
が
よ
く
示
さ
れ
た
論
考
で
あ
る
。
評
者
な
ら
、
観
智
院
本
水
部
の

加
点
者
は
、
漢
字
と
和
訓
の
対
応
が
平
易
で
わ
か
り
き
っ
た
も
の
は
加
点
し
な

い
方
針
で
あ
っ
て
、
和
名
抄
に
は
基
本
的
な
漢
字
・
和
訓
が
多
く
（
ウ
ミ海
・
エ江
・

ウ
ラ浦
・
ハ
マ濱
・
ナ
ギ
サ
渚

・
ア
ブ
ラ
油

・
ツ津
）
、
そ
の
分
だ
け
加
点
率
が
低
く
な
っ
た
と
し
て
済

ま
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
五
章
「
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
和
音
注—

法
華
経
字
彙
と
の
関
連
に

お
け
る—

」
で
は
、
観
智
院
本
に
お
け
る
和
音
の
注
記
の
基
本
方
針
が
図
書
寮

本
に
お
け
る
そ
れ
と
は
別
で
あ
る
こ
と
を
、
両
文
献
に
お
け
る
和
音
被
注
字
の

対
比
検
討
、
観
智
院
本
の
和
音
被
注
字
と
法
華
経
字
彙
（
古
辞
書
音
義
集
成
所
収

の
法
華
経
音
義
）
と
大
般
若
経
字
彙
（
築
島
裕
『
大
般
若
経
音
義
の
研
究
』
所
収
の

大
般
若
経
音
義
）
と
の
対
比
検
討
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ

ば
、
観
智
院
本
の
和
音
注
記
の
意
図
の
全
貌
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、「
図
書
寮

本
が
真
興
大
般
若
経
読
誦
音
（『
大
般
若
経
音
訓
』
に
よ
る
）
並
び
に
若
干
の
行

円
和
音
を
和
音
と
し
て
注
記
し
た
の
に
対
し
、
観
智
院
本
は
、
法
華
経
読
誦
音

に
、
大
般
若
経
読
誦
音
の
う
ち
編
纂
者
が
特
に
必
要
と
し
た
も
の
を
加
え
て
、
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「
禾
〜
」
と
し
た
こ
と
」
は
明
ら
か
で
あ
る
と
す
る
。
図
書
寮
本
と
そ
れ
に
対

応
す
る
観
智
院
本
（
法
上
中
二
帖
）
の
和
音
を
残
ら
ず
抜
き
出
し
て
整
理
し
た
表

も
付
し
て
あ
り
、
こ
の
結
論
は
説
得
力
が
あ
る
。
観
智
院
本
と
法
華
経
読
誦
音

と
の
関
係
は
疑
う
余
地
が
な
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
難
を
い
え
ば
大
般
若

経
本
文
と
比
較
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
が
、
六
百
巻
（
大
正
蔵
で
三
冊
）
と
い
う

分
量
を
考
え
れ
ば
や
む
を
得
な
い
。
仮
に
法
華
経
字
彙
で
あ
り
大
般
若
経
音
義

に
現
れ
な
い
字
が
、
膨
大
な
大
般
若
経
本
文
に
見
出
さ
れ
る
と
し
て
も
、
和
音

被
注
字
が
法
華
経
字
彙
に
偏
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
図
書
寮

本
の
真
興
和
音
が
観
智
院
本
に
全
載
さ
れ
な
い
こ
と
の
説
明
が
つ
く
わ
け
で
も

な
い
。
も
っ
と
も
図
書
寮
本
は
慈
恩
・
中
算
等
の
法
華
経
の
音
義
を
引
く
こ
と

が
多
い
の
に
法
華
経
読
誦
音
を
取
り
入
れ
ず
、
項
目
を
大
幅
に
増
や
し
た
観
智

院
本
で
法
華
経
読
誦
音
を
取
り
入
れ
た
理
由
は
未
解
決
で
あ
る
（
改
編
本
編
纂
者

が
依
拠
し
た
原
撰
本
に
法
華
経
読
誦
音
が
加
え
ら
れ
て
い
た
と
見
る
の
は
無
理
で
あ
ろ

う
か
）
。

第
二
部
は
、
第
一
章
「
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
正
音
の
声
調
体
系
」、

第
二
章
「
和
訓
の
仮
名
に
施
さ
れ
た
《
東
点
の
写
し
ち
が
え
の
点
》
の
認
定
に

つ
い
て—

平
声
規
準
領
域
の
《
写
さ
れ
た
点
》
に
つ
い
て
の
諸
問
題—

」、
第
三
章

「
和
訓
の
仮
名
に
施
さ
れ
た
下
降
調
標
示
の
上
声
点
の
認
定
に
つ
い
て—

『
類
聚

名
義
抄
』
の
第
二
類
動
詞
終
止
形
語
末
の
仮
名
の
声
点
を
中
心
に—

」、
第
四
章
「
上

声
調
音
節
の
平
調
化—

語
幹
去
声
の
形
容
詞
を
中
心
に—

」、
第
五
章
「
上
声
調
一

音
節
の
助
詞
の
平
調
化
」、
第
六
章
「
語
義
と
語
調
と
の
関
係—

去
声
の
体
言
と

そ
の
派
生
語
に
お
け
る—

」、
第
七
章
「『
仙
源
抄
』
跋
文
の
語
調
標
示
の
方
法
と

そ
の
発
想
」
の
七
章
か
ら
な
る
。
い
ず
れ
も
声
点
の
声
調
認
定
の
方
法
論
に
関

わ
る
論
考
で
、
詳
細
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。「
差
さ
れ
た
点
」
と
「
写
さ

れ
た
点
」
と
の
区
別
を
は
じ
め
と
し
て
参
考
に
す
べ
き
点
は
多
い
。
著
者
の
声

点
を
扱
う
立
場
は
、「
片
仮
名
有
二

朱
点
一

者
皆
有
二

証
拠
一

。
亦
有
二

師
説
一

」
と

い
う
声
点
の
機
能
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
声
点
（
差
さ
れ
た
点
）
は
「
差
し

誤
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
は
ず
の
も
の
」
と
考
え
る
。
観
智
院
本
の
声
点
は
「
写

さ
れ
た
点
」
で
あ
る
が
、
そ
の
「
写
さ
れ
た
点
」
の
、
一
見
例
外
か
と
見
え
る

声
点
を
、
直
ち
に
誤
点
（
写
し
誤
り
の
点
）
と
し
て
処
理
せ
ず
、
正
し
い
点
と
し

て
解
釈
を
試
み
る
の
は
、
有
意
義
で
あ
る
。

確
か
に
観
智
院
本
の
凡
例
「
片
仮
名
有
二

朱
点
一

者
皆
有
二

証
拠
一

。
亦
有
二

師

説
一

」
は
声
点
の
機
能
の
論
と
し
て
は
先
に
引
い
た
小
松
英
雄
の
解
釈
以
外
な

い
と
思
う
し
、
観
智
院
本
の
声
点
が
全
体
と
し
て
均
質
的
な
体
系
を
持
っ
て
い

る
の
も
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
凡
例
は
あ
く
ま
で
原
則
で
あ
っ
て
、

「
証
拠
」「
師
説
」
な
し
に
声
点
を
施
し
た
り
、
い
い
か
げ
ん
に
声
点
を
写
す
こ

と
の
な
い
よ
う
に
注
意
を
促
し
た
も
の
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。「
片
仮
名
有
朱
点
者
…
」
を
忠
実
に
受
け
と
め
れ
ば
、「
証
拠
」「
師

説
」
と
し
た
文
献
の
声
点
に
ひ
き
ず
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
（
小
松
は
、
図

書
寮
本
に
見
え
る
和
名
抄
と
季
綱
切
韻
の
真
仮
名
和
訓
の
声
点
に
そ
う
し
た
点
を
指
摘

し
て
い
る
。『
日
本
声
調
史
論
考
』
第
Ｉ
部
第
３
章
）
。
ま
た
、
こ
れ
と
反
対
に
声

点
を
写
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
す
る
こ
と
も
当
然
あ
ろ
う
（
観
智
院
本
の
誤
点
の

大
半
は
こ
の
場
合
）
。
著
者
は
、
特
に
和
語
の
曲
調
音
節
（
平
声
軽
声
・
去
声
）
を

問
題
と
し
、
厳
密
な
方
法
論
に
よ
り
用
例
を
取
り
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
の
例
が
観
智
院
本
な
ら
観
智
院
本
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
体
系
の
な
か
で
ど
の

よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
、
結
局
の
と
こ
ろ
よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

資
料
「
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
所
引
の
『
和
名
類
聚
抄
』—

『
和
名
類

聚
抄
』
諸
本
と
の
対
比
一
覧—

」
は
、
標
題
通
り
の
内
容
で
あ
る
が
、
以
下
の
問

題
が
あ
る
。
第
一
に
、
和
名
抄
諸
本
の
取
り
上
げ
方
が
明
瞭
で
な
い
。
十
巻
本

系
統
の
真
福
寺
本
・
伊
勢
十
巻
本
・
前
田
本
・
京
本
と
、
二
十
巻
本
系
統
の
高

山
寺
本
・
伊
勢
二
十
巻
本
・
元
和
古
活
字
本
を
取
り
上
げ
、
十
巻
本
系
統
の
昌

平
本
・
曲
直
瀬
本
・
下
総
本
と
二
十
巻
本
系
統
の
大
東
急
本
を
取
り
上
げ
な
い

の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、「
繪
〈
川
云
亠
會
〉
」
は
和
名
抄
諸
本
に
見

え
ぬ
と
す
る
が
、
下
総
本
「
綺
」
条
に
「
繪
〈
胡
檜
切
〉
」
と
あ
る
。
第
二
に
、

5



宮
澤
俊
雅
「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
と
倭
名
類
聚
抄
」『
松
村
明
教
授
古
稀
記

念
国
語
研
究
論
集
』
（
明
治
書
院
、
一
九
八
六
年
）
で
指
摘
さ
れ
た
遺
漏
二
条
が

訂
正
さ
れ
て
い
な
い
。
第
三
に
、
図
書
寮
本
の
「
産
生
」
条
は
和
名
抄
諸
本
に

見
え
ぬ
と
す
る
が
、
こ
れ
は
「
生
益
」
条
に
見
え
る
こ
と
。
第
四
に
、
元
和
古

活
字
本
巻
第
十
の
二
一
丁
表
「
欄
額
」
条
か
ら
巻
末
ま
で
の
部
分
は
、
那
波
道

円
が
凡
例
第
二
条
で
「
且
其
第
十
之
巻
末
九
葉
脱
失
者
乃
以
別
本
而
補
之
」
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
別
本
」
（
十
巻
本
）
に
よ
る
も
の
で
、
二
十
巻
本
系
統

の
本
文
と
し
て
扱
え
な
い
（
秋
本
吉
郎
「
和
名
類
聚
抄
二
十
巻
本
の
問
題
点
と
高
山

寺
本
」
ビ
ブ
リ
ア
一
七
号
、
天
理
図
書
館
、
一
九
六
〇
年
）
の
に
、
著
者
は
こ
の
部

分
を
二
十
巻
本
系
と
し
て
処
理
し
て
い
る
。

本
書
は
、
改
編
本
類
聚
名
義
抄
を
、
原
撰
本
類
聚
名
義
抄
と
は
異
な
る
目
的

を
持
つ
字
書
と
し
て
位
置
付
け
よ
う
と
し
て
著
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。
こ
の
主

張
は
大
綱
に
お
い
て
従
う
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
論
証
の
過
程
に
つ
い
て

は
異
論
が
出
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
小
文
で
も
評
者
の
率
直
な
疑
問
を
述
べ
た
。

（
平
成
四
年
二
月
二
十
九
日
発
行
　笠
間
書
院
刊
　Ａ
５
判
　八
八
七
頁
　定
価
二
二

六
六
〇
円
）

—

信
州
大
学
助
教
授—

（
平
成
五
年
二
月
十
八
日
　受
理
）

（
初
出
、「
国
語
学
」
第
百
七
十
三
集
、
国
語
学
会
、
一
九
九
三
年
六
月
三
十

日
、pp.53–58

）
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